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訳
は
大
項
目
と
し
て
、「
防
災
の
た
め
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
機
能
維
持
」
名
目
で
三
・
六
兆
円
、「
国
民
経
済
・

生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持
」
と
し

て
三
・
四
兆
円
。

　

更
に
こ
の
大
項
目
を
細
分
化
し
て
見
る
と
、
三
・
六 

兆
円
の
「
防
災
の
た
め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維

持
」
で
は
、「
大
規
模
な
浸
水
、
土
砂
災
害
、
地
震
・
津

波
な
ど
に
よ
る
被
害
の
防
止
・
最
小
化
」
が
三
八
件
で

三
兆
円
程
度
。
更
に
、「
国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維
持
」
三
・
四
兆
円
の
う
ち
「
陸

海
空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
」
が
二
二
件
の
二 

兆
円
程
度
を
占
め
る
。

　

一
六
〇
件
の
う
ち
こ
の
六
〇
件
、
事
業
規
模
七
兆
円

の
七
割
強
を
占
め
る
事
業
は
、
河
川
・
砂
防
、
下
水
道
、

海
岸
堤
防
、
学
校
や
社
会
福
祉
施
設
、
農
業
た
め
池
、

治
山
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
な
ど
で
建
設
企
業
が
対
応

し
て
い
く
も
の
だ
。

　

一
六
〇
項
目
に
及
ぶ
国
土
強
靱
化
緊
急
対
応
に
、
地

方
建
設
業
界
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
緊
急
対
策

が
▽
分
野
▽
対
象
イ
ン
フ
ラ
▽
緊
急
対
策
名
▽
対
策
の

概
要
▽
対
策
個
所
数
▽
期
間
▽
達
成
目
標
▽
実
施
主
体

▽
所
管
省
庁 

│ 

と
細
か
く
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

建
設
企
業
に
と
っ
て
先
行
き
の
対
応
判
断
を
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

市
場
規
模
拡
大
以
外
に
も
う
一
つ
、
地
方
の
中
小
建

設
業
界
に
明
る
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
、
年
間
を

通
じ
た
継
続
的
な
施
工
、
い
わ
ゆ
る
施
工
の
平
準
化
。

三
カ
年
緊
急
対
策
費
が
ほ
ぼ
す
べ
て
を
占
め
る
一
兆 

〇
〇
〇
億
円
の
金
利
負
担
を
軽
減
、
高
速
道
路
会
社
の

投
資
余
力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
暫
定
二
車
線
区
間

の
四
車
線
化
や
新
名
神
（
亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
大
津
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
の
六
車
線
化
な
ど
の
事
業
に
つ
な
げ
る
。

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
政
権

以
降
、
国
内
経
済
は
、
い
く
つ
か
の
経
済
指
標
か
ら
見

て
も
確
実
に
好
転
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
は
二
〇
一
三
年
度
の
五
〇
七
・
三
兆
円

か
ら
二
〇
一
八
年
度
（
実
績
見
込
み
）
に
は
五
五
二
・
五 

兆
円
と
四
五
・
二
兆
円
拡
大
し
た
。
毎
年
九
兆
円
増
加

し
て
い
る
計
算
だ
。
一
方
、
完
全
失
業
率
は
二
〇
一
三

年
度
の
三
・
九
％
か
ら
二
〇
一
八
年
度
（
見
込
み
）
に
は

二
・
四
％
と
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
特
に
雇
用
統

計
で
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
格
差
が
あ
っ
た
、
有
効
求
人

倍
率
は
四
七
都
道
府
県
す
べ
て
で
一
倍
以
上
と
な
り
、

雇
用
統
計
上
で
も
好
転
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
公
共
事
業
関
係
費
に
つ
い
て
の

二
〇
一
八
年
度
補
正
予
算
と
二
〇
一
九
年
度
予
算
編
成

に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇 

一
、三
九
八
億
円
の
二
〇
一
八
年
度
第
二
次
補
正
予
算

の
成
立
が
、
政
府
に
と
っ
て
二
〇
一
九
年
通
常
国
会
最

初
の
取
組
み
と
な
る
。
最
優
先
課
題
の
第
二
次
補
正
予

算
が
年
度
内
に
成
立
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
発
注
・
施
工

の
閑
散
期
と
も
言
わ
れ
た
、
第
一
四
半
期
（
四
月
〜
六

月
）
の
発
注
と
施
工
に
つ
な
が
る
。
そ
の
結
果
、
年
間

の
施
工
稼
働
日
数
が
拡
大
し
、
中
小
企
業
の
収
益
確
保

と
日
給
月
給
の
技
能
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
に
も
な
る
。

　

更
に
今
年
度
第
二
次
補
正
の
一
兆
円
超
と
、
三
カ
年

緊
急
対
策
費
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
九
、〇
〇
〇
億
円
超

の
臨
時
・
特
別
措
置
を
含
む
二
〇
一
九
年
度
予
算
の
公

共
事
業
関
係
費
の
合
算
額
は
八
兆
円
程
度
と
な
る
。
今

春
の
統
一
地
方
選
挙
、
今
夏
の
参
院
選
挙
を
控
え
る
な

か
、
建
設
市
場
低
迷
に
不
満
を
抱
く
地
域
に
と
っ
て
、

高
水
準
の
公
共
事
業
関
係
費
確
保
は
、
明
る
い
話
題
で

あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
手
放
し
で
喜
ん
で

い
ら
れ
る
状
況
な
の
か
ど
う
か
は
、
別
問
題
だ
。

　

国
内
建
設
市
場
を
取
り
巻
く
状
況
を
別
の
視
点
で
見

る
と
、
世
界
経
済
で
高
ま
る
不
確
実
性
と
同
様
、
様
々

な
不
透
明
な
要
素
が
存
在
す
る
。
安
倍
政
権
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
開
発
競
争
に
突
入
し
て
い
る
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
最

先
端
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
・
企
業
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
誕
生
と
い
っ
た
新
た
な
社
会
を
構
築

す
る
た
め
「
第
四
次
産
業
革
命
」「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」
を
掲
げ
、
政
策
の
集
中
化
を
図
っ
て
い
る
。

「
ポ
ス
ト
安
倍
」は
展
望
で
き
る
か

二
〇
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
集
中
的
に
投
資
を
し
て
取

り
組
む
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
」
が
公
共
事
業
関
係
費
を
押
し
上
げ
て
い

る
こ
と
だ
。

　

政
府
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
と
い
っ

た
、
大
規
模
災
害
に
つ
な
が
る
災
害
発
生
確
率
の
公
表

を
受
け
て
昨
年
六
月
に
土
木
学
会
が
発
表
し
た
巨
大
災

害
の
被
害
推
計
と
対
策
提
言
や
、
全
国
各
地
で
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
を
始
め
と

す
る
自
然
災
害
の
多
発
を
受
け
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊

急
点
検
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
昨
年
十
二
月
に
三
年
間

で
一
六
〇
項
目
の
緊
急
対
策
を
集
中
的
に
行
う
三
カ
年

緊
急
対
策
を
決
定
し
た
。

　

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
事
業
を
合
わ
せ
た
一
六
〇
項
目
の

三
年
間
の
事
業
規
模
は
財
政
投
融
資
の
活
用
な
ど
も
含

め
七
兆
円
。
国
費
ベ
ー
ス
は
二
〇
一
八
年
度
第
二
次
補

正
と
合
わ
せ
て
二
・
四
兆
円
。
事
業
規
模
七
兆
円
の
内

浸
水
、土
砂
災
害
、津
波
防
止
に
三
兆
円

　

建
設
産
業
界
に
求
め
た
、
現
場
の
生
産
性
向
上
に
始

ま
る
ｉ－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
複
数
の
自

前
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
、
日
本
国

内
の
車
両
の
全
自
動
運
転
化
や
各
種
デ
ー
タ
整
備
、
公

共
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
、
規
制
緩
和
に
伴
う
民
間
開

放
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
、
一
〇
年
限
定
の
事
業

承
継
税
制
な
ど
中
小
企
業
ま
で
含
め
、
安
倍
政
権
が
目

指
す
の
は
、
新
た
な
社
会
の
形
成
だ
。
働
き
方
改
革
と

外
国
人
労
働
者
受
入
れ
拡
大
を
強
く
進
め
た
の
に
も
こ

う
し
た
背
景
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
安
倍
政
権
の
任
期
は
二
〇
二
一
年
九

月
で
終
わ
る
。
国
土
強
靱
化
三
カ
年
緊
急
対
策
が
二
〇 

二
〇
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
あ
る
の
も
、
任
期
と
は
無

関
係
で
は
な
い
。

　

一
方
で
今
年
四
月
か
ら
は
、
大
企
業
を
対
象
に
残
業

時
間
の
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
を
柱
と
す
る
働
き
方
改

革
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
建
設
企
業
の
適
用
は
五
年
後
か
ら
だ
が
、
設
計
事

務
所
、
地
質
・
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
大
手

で
今
年
四
月
か
ら
、
中
小
企
業
で
も
来
年
四
月
か
ら
適

用
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

建
設
企
業
の
現
場
の
働
き
方
改
革
で
、
今
後
障
害
と

な
り
そ
う
な
の
が
、
書
類
簡
素
化
と
土
日
に
か
か
る
書

類
作
成
指
示
の
二
つ
。
言
い
換
え
る
と
発
注
者
と
設
計

者
が
、
働
き
方
改
革
を
ど
れ
だ
け
理
解
し
、
現
場
の
業

務
削
減
に
つ
な
が
る
対
応
が
出
来
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
新
た
な
建
設
産
業
の
枠
組
み
づ
く
り
の
た
め
の
時

間
は
、
限
ら
れ
て
い
る
。

予
算
増
額
に
安
堵
し
て
は
い
け
な
い

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

い
表
情
に
包
ま
れ
た
。
二
〇
一
八
年
末
に
閣
議
決
定
し

た
、「
二
〇
一
九
年
度
予
算
案
」
の
う
ち
、
国
土
交
通
省

な
ど
関
係
省
庁
分
の
公
共
事
業
関
係
費
（
一
般
会
計
ベ

ー
ス
）
は
、
一
五
・
六
％
増
の
六
兆
九
、〇
九
九
億
円
と
、

当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
久
し
ぶ
り
に
七
兆
円
の
大
台
を

伺
う
水
準
ま
で
高
ま
る
な
ど
、
四
月
以
降
の
建
設
市
場

に
も
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

公
共
事
業
関
係
費
の
規
模
拡
大
を
示
す
の
は
二
〇
一 

九
年
度
予
算
案
だ
け
で
は
な
い
。
未
だ
復
旧
・
復
興
が

終
わ
ら
な
い
、「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
や
「
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
予
算
措
置
し

た
四
、四
〇
一
億
円
の
二
〇
一
八
年
度
第
一
次
補
正
予

算
と
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
一
兆
一
、三
九
八
億

円
に
上
る
第
二
次
補
正
予
算
案
の
合
計
額
一
兆
五
、七 

九
九
億
円
の
存
在
も
あ
る
。

　

更
に
、
第
二
の
予
算
と
も
呼
ば
れ
る
財
政
投
融
資
を

活
用
し
て
一
兆
円
の
財
政
融
資
を
追
加
す
る
こ
と
で
七
、

成
最
後
の
年
と
な
る
二
〇
一
九
年
、
建
設
産
業

の
各
業
界
の
新
年
賀
詞
交
歓
は
総
じ
て
、
明
る
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